























(Coupled CGCM for the Earth Simulator, Komori et







と を伴わない密度補償成分 T に分離する。





rT  r=jrj2 であり、月平均気候値の水温・密度の
水平・鉛直勾配から計算する。このように分離された
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図 1. 36-39N で平均した海洋表層貯熱量の経度-時間断面
図. (a) 力学成分 OHC (b) 密度補償成分 OHC
図 2. 亜寒帯前線帯の南北変位を表す時系列に線形回帰させ
た海洋表層貯熱量OHC(陰影;K)と上層 400mで平均
した流速偏差 (ベクトル;cm/s). 等値線は塩分と密度補
償する冬季気候値平均水温 (上層 400m平均)の南北勾
配 (1K/100km毎).
